
北海道大学・大学院法学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2016

政治的オポジションのアリーナ分節による統合的把握

Explaining different Political Oppositions by structuring arenas

６０４３１３００研究者番号：

吉田　徹（YOSHIDA, Toru）

研究期間：

１６Ｋ０３４５９

年 月 日現在  元   ５ １６

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　先進国の政党制や党派性が流動化し、新しい形の社会運動が生起する中で、政治的
オポジションの姿は多様化をみせている。
　本研究は、いわゆる「ポピュリズム」と呼称される政治現象や政治的形態を中心に、その供給側（政治家・政
党）ならびに需要側（有権者・活動家）の相互作用を念頭に置き、研究対象　国における新たな政治的オポジシ
ョンの形式やその因果関係について主として分析を進めた。
　その結果、こうした現象は、過去約30年間に渡る有権者市場の脱編成や組織的統合の弛緩の結果として表象し
ているものであり、現在進行している政党制の流動化の主要因であることを概ね突き止めることができた。

研究成果の概要（英文）：   The de-alignment of electorates and the emergence of new forms of 
political contestation has been one of the major transformation in recent decades where political 
oppositions was active.
   The study has been conducted on populist/populism phenomenon and actors observed in countries 
where the analysis has been made, focusing primary on the interactions made by the supply side (ie. 
Politicians and political parties) and the demand side (ie. Electorates and activists).
   Part of the conclusion was that these new architectures is the consequence of the de-alignment 
and the fragmentation of electoral market since the 1980s that read to the disintegration of 
traditional organization involved in politics causing major transformation of the ongoing 
realignment of the party system.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　政党制の変容、有権者の再編成、伝統的組織の形骸化など、先進国の多くは、これまでの政治学的分析の対象
となってきた基礎的・理論的土台の変容を大きく見せている。
　本研究は、民主政治の理念的な前提となってきたこれらの要素が、とりわけ新たな政治的オポジションの台頭
を通じて、再検討を迫られていることを示すことができた。このことは、これまでの政治学上の伝統的なコンセ
プトや概念の応用が難しくなってきていることを指し示しており、日本を含む、民主主義国の政治システムにつ
いての知見をアップデートの必要性を示唆している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
  先進デモクラシー国における政治的オポジションの研究は 1960 年代以降に大きな進展を見
たものの、その後、政治体制の安定を経て、低調なものとなっていった。他方で、民主政治に
おけるオポジションは、野党に代わって、いわゆる「新しい社会運動」のように質的な変化を
みせることとなった。日本でも 1990 年代に政党システムが変容し、2000 年代以降に本格的な
政権交代が生じる一方で、多様なデモや抗議運動が一般化していったように、院内・院外の双
方で政治的オポジションのあり方は大きく変化してきている。 
  研究代表者は以上を問題意識として、段階的に野党についての通時的な研究を進めてきた。
その一環として日本政治学会（2010 年度）で分科会「野党改革の比較政治」（C2）を企画し、
組織改革という観点から野党の多国間比較を試みた。その後、新たな変数と事例を加え、内外
の研究者の参加を得た上で研究を進展させ、『野党とは何か――組織改革と政権交代の比較政
治』（ミネルヴァ書房、2015 年刊）を編み、野党の組織改革や動員戦略の変化について考察を
深めてきた。もっとも、こうした予備的作業の中で多くの事例を集めることができた一方、民
主政治における政党以外のオポジションの一般機能とそのモデル化、また、期待される機能に
ついて、より一層精緻なメカニズムの解明を行う必要性が生じることになった。そこで、分析
対象の射程を広げて、政治的オポジションの果たす機能とその規範的含意を明らかにしようし
たのが本研究である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、民主政治における政治的オポジションが実際に果たしており、また果たすべき機
能が何であるのかを明らかにするものである。政治的オポジションはこれまで政党組織（院内）
と社会運動（院外）の領域で個別に研究されてきており、これが「野党」といった政党と「社
会運動」といった抗議運動を含めて、「オポジション」と包括的に理解することの妨げとなって
きた。 
 これに対し本研究では、政党組織と社会運動を、民主政治における統一的な主体として把握
することを目標として、日仏英における「オポジション」の実態と機能を、とりわけ、それら
が協調・対立・競争するアリーナの特定と解明を通じて明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
  本研究は、政治的オポジションの機能をアリーナ毎に分節化した上で、その共通項を抽出し、
その包括的な理解に至ることを目指すものである。このため、主として政治的オポジションの
公刊資料をもとに、政治的オポジションを 1．アリーナⅠ（組織間関係）、2．アリーナⅡ（競
争）、3．アリーナⅢ（議会）の場面に分けて特定、体制順応性と政策適応性の 2 つを尺度に、
各国の政治的オポジションの共通項と差異性を抽出して、その規範的な意味合いを導き出すこ
とを目的とした。これは、前述のように、政党組織と多次元に亘る社会運動・異議申し立て運
動の分節化と連関を可視化し、その機能上のパターン形成ならびに変化を把握するためである。 
 かかる目標を達成するため、3 年度に亘り内外の資料収集を主として行い、それらを分析・
検討した結果、提出されるモデルの討議のために内外の研究者の協力を得つつ、国内および海
外での研究会・ワークショップを企画・開催、また複数の学会での研究報告に対するフィード
バックを得た。 
 
 
４．研究成果 
 
 先進国の政党制や党派性が流動化し、新しい形の社会運動が生起する中で、政治的オポジシ
ョンの姿は多様化をみせている。 
 本研究は、いわゆる「ポピュリズム」と呼称される政治現象や政治的形態を中心に、その供
給側（政治家・政党）ならびに需要側（有権者・活動家）の相互作用を念頭に置き、研究対象 
国における新たな政治的オポジションの形式やその因果関係について主として分析を進めた。
この過程では、政党制のアリーナ、有権者市場のアリーナ、そしてその結果として生じた政治
的・政策上の変化のアリーナが特定された。 
 その結果、こうした現象は、過去約 30 年間に渡る有権者市場の脱編成や組織的統合の弛緩の
結果として表象しているものであり、現在進行している政党制の流動化の主要因であることを
概ね突き止めることができた。もっとも、その政治的・政策上のアリーナでの変化については、
明確な指標による変化を必ずしも特定できず、オポジションの多様化は、測定可能な政策変化
を自動的に生み出すわけではないことも了解された。具体的には、フランスならびに EU 政治・
欧州懐疑主義を題材に、複数の研究者による報告ならびに討議を行い、新たなオポジション空
間の把握に努めるとともに、各国で生起する新たなデモ運動や政党組織との媒介過程、議会政



治・政党間競争との競合・対立・協調パターンを検討・分析した。そこでは、有権者市場の断
片化と脱編成によって、政党―社会運動の基礎的関係が崩壊し、その結果として、それまで伝
統的なオポジションが果たしてきた機能そのものが変容し、アリーナの比重や相互関係がこれ
までとは異なった形で展開することが判明した。 
 政党制の変容、有権者の再編成、伝統的組織の形骸化など、先進国の多くは、これまでの政
治学的分析の対象となってきた基礎的・理論的土台の変容を大きく見せている。 
 本研究は、民主政治の理念的な前提となってきたこれらの要素が、とりわけ新たな政治的オ
ポジションの台頭を通じて、再検討を迫られていることを示すことができた。このことは、こ
れまでの政治学上の伝統的なコンセプトや概念の応用が難しくなってきていることを指し示し
ており、日本を含む、先進民主主義国の政治システムについての知見の再検討を要することを
示唆している。 
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